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ンセラー資格認定規則（案）について原案が承認されました。
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26名になったことが了承されました。

◆2010年度事業報告，収支決算案について

5月 8日の2011年度第1回通常総会（通算第4回）に向けて，事業報告，収支決算案の審議を

行なうことで了承されました。

◆NPO法人グリーフワークかがわ設立記念行事について

2011年度香川県地域自殺対策緊急強化基金事業補助金事業の完了に伴い，香川県補助金が振り

込まれたとの報告があり了承されました。

◆各担当理事からの審議事項

① 啓発普及：なし

② 技術援助：なし

③ 相談及びグリーフカウンセリング：電話相談事業におけるグリーフカウンセラーの役割

や位置づけを明確にする考えがあることが述べられました。

④ 教育研修：なし

⑤ 人材育成：なし

⑥ 管理運営：なし

◆3月 13日に 2010年度第2回通常総会（通算第3回）が開催される◆

審議事項

◆2011年度事業計画案について

定例会が５月より隔月の第４日曜日に開催されること，グリーフカウンセラー会議の定期開

催，電話相談事業の開設，グリーフカウンセラーの継続研修に関すること，香川県地域自殺対

策緊急強化基金事業としてヘルプラインカウンセラー養成講座の開催等の事業に取り組んで

いくことを，各担当理事より説明があり，原案のとおりで承認されました。

◆2011年度収支予算案について

2011 年度収支予算書（案）についての詳細説明がおこなわれ，一部修正があり，修正した上

で承認されました。

◆香川県地域自殺対策強化基金事業について

これまでの経過報告を含めた詳細説明がおこなわれ、ヘルプラインカウンセラー養成講座と

して、平成 23 年 9 月から開催することで承認されました。

◆その他

定例会講師をグリーフカウンセラーの中から幅広く人選していくことも了承されました。
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支援ははじまったばかり

―東北地方太平洋沖地震―

グリーフワークかがわ理事長

杉山洋子

2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分頃，マグニチュード 9.0 の東北地方太平洋沖地震が発生

しました。地震と津波による深刻な被害，加えて原子炉の被災による精神的不安，日本全

体が，世界中が，深い喪失と向き合わなければならない状況になっております。

支援とは何かを考えた時，身近なところでこんなことがありました。友人からのメール

に，最後にどの人も「被災地のことを考えるとこのくらい我慢しなければ」と書かれてい

る，みんなが自分の感情を押さえ込み，自分のこころと身体の健康に対して鈍感になり始

めていることが懸念されました。現地へ行かなければできない支援はもちろん多くあるで

しょう。しかしそれだけが支援ではないことも事実です。このような事態の時のストレス

について情報発信することにも，グリーフワークかがわの大切な役割があると思います。

毎日の仕事を着実にこなし，募金を行うことも一人ひとりができることのひとつでしょう。

知人の安否情報を確認できずに不安を抱えておられる方に寄り添うこともあるでしょう。

そして，なによりも私たち自身が自分の健康に留意し，怪我を防いで，あらたなリスクを

重ねないことも，大切な協力体制だと思います。

阪神淡路大震災のあと，その直後よりもしばらく時間が経過してのちに自殺が増えたと

いうことからも学ばなければなりません。長期的な取り組みが，いま始まったばかりです。

このたびの震災が発生する一週間前，街で大学生のグループが募金活動をしていました。

「ぼくの同級生がクライストチャーチで地震に遭い，まだ見つかっていません。みなさん

のご協力をお願いします。けっして忘れないでください」と繰り返していました。大震災

のニュースで埋もれてしまうのではないかと心配です。口蹄疫の問題，新燃岳の噴火など，

まだまだ終息をみないさまざまな現実を，私たちは決して忘れず，浮足立つことなく現実

に何が必要かを見据えて活動をしていかなければならないと思っております。

2011 年 3 月 20 日
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グリーフワークかがわの皆様へ

Ｙ．Ｍ．

3月 11日午後に発生した東北関東大震災から一週間になります。

この間、連日テレビで壮絶な津波の映像や被害の状況が伝えられ、また

原発事故の不幸も重なり、心穏やかでない日々を送られていることとお察しします。

わたしたちはグリーフワークを学ぶ者として、今何ができるのでしょうか。

また、何をするべきなのでしょうか。

先日NHK ラジオで、日本トラウマティック・ストレス学会というものがあることを知りました。



ゲストで同学会の副会長で医学博士でもある加茂登志子（かも としこ）さん（東京女子医科大学付属女性

生涯健康センター）が震災時のこころのケアについて話していました。

加茂さんは急性ストレス反応について説明したあと、こんなときは二段階の介入が必要と言っていました。それ

は、急性期にはまず体のケア（食事、安全、安心）の確保が心のケアになること、やがて事態が落ち着いてきた

ときには心理的なアプローチが必要になる、ということです。

さしあたっての不安感やフラッシュバックの対処法としては呼吸法が役立つということでラジオでデモンストレーショ

ンをしていました（吸った息を 2倍の長さでゆっくり吐き出す）。

この学会では震災をうけていち早くホームページに援助に関する情報を掲載しています。

ポストベンションの参考になるかと思いますのでごらんください。

http://www.jstss.org/info/info04.html

また、皆さんご自身の体調に変化はないでしょうか。

被災者でなくても、連日の悲惨な報道を見たり聞いたりするだけでも間接的なトラウマを受ける可能性がありま

す。

米国で９１１テロが起こったとき、毎日ニュース映像にさらされた子供たちの一部に後で PTSD のような症状が出

たことがありました。子供はイメージ力が強いので、テレビ映像でも繰り返し見ることでストレスにさらされてしまう

ようです。

私も今回、想定外の事態に地震発生時からほとんどずっとテレビに釘付けになりました。

子供が学校から帰宅しても家事をする気になれず、額に皺をよせてテレビを見ていました。

その間子供たちは「へえー、すごいねー。」と拍子抜けするような反応で、いつもどおり普通に

遊んでいました。その無邪気さや笑い声を聞くと「不謹慎な！」と腹を立てたりもしました。

ところが 2日目の夜、ベッドに入った小１の娘が「死にたくないよう」と言って泣き出しました。

以前から「死」の話題には敏感な子供でしたが、昼間なにげに見ているように見えたテレビの映像がフラッシュバ

ックしてきたようでした。携帯メールに逐次入ってくる地震情報を「もう見ちゃダメ！」と言ったりもしました。

私自身も丸2日ニュース映像にどっぷりつかって睡眠不足とストレスで体調不良になりかけていました。そこで三

日目の日曜日には家族で外に出かけました。松山城に上り、梅の花や咲き始めた桜の花を見、おしゃべりをし

て帰宅するとすごくすっきりして、あらたにエネルギーがわいてきました。

皆さんはいかがですか。

なんとなく憂鬱とか、肩こりがひどいとか、不安感が強いとかはないでしょうか。



もしあれば地震による急性ストレス反応かもしれませんから、セルフケアに力を入れてください。前述の加茂さん

も、子供やストレス反応が出やすい人はあえてテレビなどの映像から遠ざかるほうがよい、と言っていました。また

意外と気づかれにくい子供のストレス反応に注意してほしい、とも訴えていました。

私も今回の地震で自分自身の反応に気づき（胃のムカつき、異常な肩こり）、また子供の反応は大人とはかな

り異なることを再認識しました（無関心を装う、不自然にはしゃぐ等）。

被災者の悲嘆に巻き込まれずに自分を保つことの大切さを実感したところです。

震災に加えて原発事故、さらに寒の戻りなど、被災地は二重、三重の苦難ですが、自分にできることをやること

が無力感を和らげると思います。私は今日募金をしてきました。子供たちも学校に自分の小遣いから募金を持

っていきました。

震災を機にあらためて日本人の思いやりや秩序ある行動が世界に絶賛されています。

ラジオは連日リスナーから被災者への心温まるメッセージであふれています。

一昨日は被災地の子供のために、アンパンマンのテーマ曲が流れました。この歌を聞いて、「子供に笑顔が戻り

ました、ありがとう」とか、

「被災した子供たちを思って涙がでました」などの声がたくさん寄せられたようです。

計画停電で夕食時間をろうそくの明かりですごした東京の友人は、子供の「オリオン座、初めて見た！」、「キャ

ンドルナイトは気持ちが落ち着くね。これからもやりたい。」との言葉に励まされたようです。

喪失の後には必ず得るものがある、そんなことをあらためて感じました。

皆様どうぞご自愛くださいますように。

2011年 3月 18日
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来月の予定

2011年４月10日（日）10:00～11：30 ｸﾞループミーティング

13:30～ 理事会

於：高松市男女共同参画センター ホームページ http://www.griefwork.jp/


